
2016‐17 会長主題 

招かれた者としてふさわしく 
あずさ部長   浅羽俊一郎（東京山手）         「あずさ部は賜物の宝庫。もっと活かそうぜ！ 」 

東日本区理事  利根川恵子（川越）              「 明日に向かって、今日動こう 」 

アジア地域会長 Tung Ming Hsiao (台湾)     “ Respect Y’s Movement” 「ワイズ運動を尊重しよう」 

国 際 会 長   Joan Wilson (カナダ)  “ Our Future Begins Today. ”「私たちの未来は、今日より始まる」 

 
会長 金本伸二郎／ 副会長 尾内昌吉 ／ 書記 増野 肇・飯野毅与志 ／ 会計 中村孝誠 

直前会長 浅羽俊一郎 ／ ブリテン 功能文夫 ／ 担当主事 星住秀一 

 

2017 年 ５月 例会 

（ＥＦ／ＪＥＦの月）  

 

と き ５月 16 日（火）18：30－20：30 

ところ 山手センター 101 号室 

     

受 付     鈴木田裕子さん、増野さん 

司 会             浅羽さん 

開会点鐘             会 長 

モットー・ワイズソング      一 同 

聖句朗読・祈祷         浅羽さん 

ゲスト・ビジター紹介       会 長       

＜会 食＞            一 同 

ハッピーバースデー 

楽しい歌 

話し合い「山手クラブの進路を語り合う」 

                 一 同 

ニコニコ             一 同 

報告・連絡事項          各担当 

閉会点鐘             会 長 

当番〔３班〕鈴木田（祐）浅羽、金本、増野 

 

５月 HAPPY BIRTHDAY 
                  

鈴木田通夫さん 12 日  

                                                                          

 

会費の納入は、会計(中村君)への納入または 

下記銀行口座への振込みをお願いします。 

三菱東京 UFJ銀行  高田馬場駅前支店 

普通 ３５４８４３１ 「東京山手ワイズメンズクラブ」 

 

 

 

ワイズメンズクラブ モットー 

 

『 強い義務感をもとう 

      義務はすべての権利に伴う 』 
 “ To acknowledge the duty  
     that accompanies every right ” 
  

 

 

 

今月の聖句 

 

神は、見劣りのする部分をいっそう 

引き立たせて、体を組み立てられました。 

それで、体に分裂が起こらず、各部分が 

互いに配慮し合っています。一つの部分が 

苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、 

一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が 

共に喜ぶのです。 

コリントの信徒への手紙１ 12 章 24－26 節  

             

  

 

４月報告 

会員在籍数            16 名 

例会出席者     メ ン    11 名 

          メネット   ― 名 

ゲスト・ビジター          4 名 

会員出席率              69 % 

ニコニコ      ― 円（累計 51,216 円） 

 

ＢＦ 国内切手 1,650g    外国切手 50ｇ 

５ 

2017 
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４月例会 報告 

 

４月18日（火）18：30－20：30 

山手センター 101号室 

出席者：上妻、浅羽、飯野、飯島、尾内、尾内（規） 

    金本、鈴木田、中村、星住  10名 

ゲスト・ビジター 

 金子磨矢子さん（卓話者、Necco カフェ主催者、 

発達・精神サポートネットワーク理事長、 

西早稲田商店会会長） 

 福島多恵子さん（元東京目黒クラブ・メネット） 

小原史奈子さん（東京たんぽぽ・会長） 

 三浦壮一郎さん（山手センター主任主事補佐） 

                 合計14名 

  4 月に山手センターに着任したばかりの星住

さん（主任主事、山手クラブ担当主事）と三浦さ

んが山手クラブの例会に初めて出席しました。 

 金子さんの卓話は、飯野さんの紹介でお願いし

て実現しました。「障がい者施設と地域の関わり」 

という題でお話しをいただきました。 

＜卓話要旨＞ 

私は子どもの頃から YMCA のキャンプやプー

ルに通い、リーダーも経験した。２人の娘（現在

36才と24才）も山手Y、中央、東陽町と長い間

YMCAに通わせた。次女は発達障害（アスペルガ

ー症候群）を持っており、Libyに入れようとした

が応募者多数で諦めた。 

ところで、かつては自閉症と診断されていた病

がADHD（注意欠陥・多動性障害）として認知さ

れ、「大人になれば治る」も誤解であることがここ

20年漸く知られるようになった。自分も子どもの

頃から整理整頓が苦手でそれは自分の努力不足か

と、自責にかられていたが、大人になってADHD

と診断され持って生まれた体質だと分かりホッと

した。 

日本では人口の１割に発達障害があると言われ

るが、極度の集中力を要する仕事が向いている学

者、専門的な職人、暗記の得意な人に多い。以前

は会社には窓際族を認めるゆとりがあったが、今

団塊ジュニア世代は会社にそのような居場所がな

いため引きこもりが増えている。2006年に国会は

発達障害支援法を成立させ、子どもの病気ではな

く、治せない個人の特性と定め、さらに 2016 年

の法改正で大人にも適用され、切れ目のない支援

態勢が整いつつある。但し、行政は ADHD の個

人差を認めず、型にはめようとするし、社会もま

だまだ偏見が根強い。 

今、西早稲田で主催しているネッコ・カフェは、

当初定期的に集まっていた ADHD 仲間が常設の

居場所を持ちたい、と始めた。毎日正午から 18

時までバリスタを置いて本格焙煎コーヒーを入れ

ている。また毎年 12 月には西早稲田商店会と協

力してイベントを実施し地元との交流をはかり、

月１回周囲の清掃活動もしている。 ADHDの人

たちのための居場所を賃貸してくれる家主がなか

なか見つからない今の日本で西早稲田商店会のよ
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うに協力的なのは珍しい。一方、商店会も高齢化

が進行しているのに加え、商店が数年すると代わ

っている現状で、協力関係をどう維持していける

かが課題だ。今後山手センターが関わってくれる

ことを期待したい。      (文責 浅羽) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

当夜の例会は20時で終了とし、この後、20時

から 30 分間を臨時ヨルダン会として次のことが

話し合われた。 

出席： 浅羽、上妻、飯島、飯野、尾内、尾内（規）、

金本、鈴木田、中村、星住   10名 

議事 

１、鈴木田さんから、遠方に引っ越した事、夜間

の外出が無理になった事、年齢等を考慮し退会

したいとの意向を伺った。協議の結果、残念で

はあるがご本人の意思を尊重し退会を了承した。 

２、 青鹿さんからも退会の申し出があったとの 

会長よりの報告があったが、会長から慰留する

こととした。 

３、 山手クラブの今後のあり方については次回

ヨルダン会で検討し、5 月例会で話し合うこ

ととした。 

以上 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 お た よ り  

 

＜上妻英夫さん＞「桃の花止まりて見入る歩道び

と」 小さい木ながら綺麗に咲きました。 

＜浅羽俊一郎さん＞ 川越で開催された第3回区

役員会（現＋次期）を終えてホットしてしまいま

したが、あと3か月きちんと役目を果たせるよう、 

山手クラブの皆さんのお支え、引き続きお願いし

ます。 

＜飯野毅与志さん＞ 卓話者はこれからも地域

の人を含めて幅広く選んで欲しいと思います。 

＜増野 肇さん＞ 5 月 13 日は昼なので参加し

たかったのですが、どうしても変更できない予定

があって休みます。例会は暖かくなったので何と

か出ます。 

 

 

 ４月ヨルダン会 報告  

 

日時：４月26日（水）19：30-20：30 

場所：山手センター 203号室 

出席：金本、浅羽、尾内、功能、  4名 

議事 

１、イベント出席者の確認結果 

あずさ部アトム評議会  

 5月13日（土）11：00～12：30 山手センター 

   浅羽、上妻、飯島（愛）、飯野、尾内、 

尾内（規）、金本、功能、中村  9名      

東京たんぽぽＹサービスクラブ15周年記念例会  

5月13日（土）13：30～16：00 山手センター 

 浅羽、上妻、飯島（愛）、飯野、尾内、 

尾内（規）、金本、功能、中村  9名 

第20回 東日本区大会 

6月3－4日（土、日）川越市 ウエスタ川越 

   浅羽、上妻、飯野、尾内、尾内（規）、 

金本、功能、中村、星住     9名 

２、会員異動について 

 鈴木田通夫さん、鈴木田裕子さんは6月30日付 

 退会とする。 

 青鹿さんは例会出席はできないが、会員として 

 留まることになった。 

３、5月例会の話し合いに向けて 

5月例会は山手クラブの今後のあり方を話し合

う場とする。その準備としての話合いを行った。 

① 各自が自由に意見を出せるように、各人の意 

見は最後まで聞く。だれかの発言の途中に反

対意見を言うことはしない。 

② 新来会者をリピーターにするための方策 

 ・若い人向けの卓話を企画する。 

 ・すぐ会員にならなくてもよい準会員扱いの「会 

 友」を作り、会費はビジター並みの1,000円 

 程度とするのはどうか。 

・現行会費は男子月額5,000円、女子月額4,000

円だが、月額5,000円ではなかなか入会は難

しい。会費の減額をしてはどうか。 

③ 今の会員状況では例会の昼間開催を考えたら 

 どうか。 

④ 山手センターのサービスクラブとして生まれ

た山手クラブの今後の存立の在り方について 

どのような選択肢が現実的であるか。 

 

 

 

ロールバックマラリア 
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熊本YMCA訪問記 

浅羽俊一郎 

昨年４月の大地震の直後から熊本Yは被害甚大

な益城町と御船町の被災者家族を支援してきまし

た。私は2月東西交流会で知り合った熊本Yの中

村主事に相談の上、岡総主事の諒解の下、1 年経

った4月13日（木）から16日（日）の4日間、

熊本Y、阿蘇キャンプ場を訪ねました。熊本市内

の中心地区は活気に溢れ、観光客も大勢でした。

地元メディアが写真展、特別番組、新聞紙面で取

り上げていました。熊本城のお堀沿いの桜は見事

でしたが、遠方に見える崩れた城壁があの地震の

凄さを物語っていました。 

私は総主事、神保本事務局長はじめスタッフの

皆さんの丁寧なブリーフィングと視察でこの１年

間の支援事業の推移と今後の課題について伺うこ

とが出来ました。２つのスポーツセンターに避難

していた住民は昨年 10 月に仮設住宅に引っ越し

ましたが、Yはその後も６ヶ所に設営された仮設

住宅370棟の住民を支援して現在に至っています。

避難所での共通支援から仮設での個別ニーズへの

対応という難しい局面にあって、Yスタッフが悩

み迷いつつ彼らに寄り添う姿に頭が下がる思いで

した。一方阿蘇市では復旧がかなり遅れておりこ

の夏もボランティアが大勢必要です。 

職員自身も被災している中、各地のYから駆け

つけたボランティアやスタッフに勇気づけられた、

と皆さん語っておられました。16日はイースター

でしたが、熊本Yがしっかりと復活することを信

じます。そしてY仲間として彼らの働きを忘れず

にこれからも応援していきたいと思います。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第27回東京ＹＭＣＡチャリティーゴルフ大会 

盛況でした 

チャリティーゴルフ実行委員長 中村孝誠 

日時 4月13日（木） 

場所 レイクウッド総成カントリークラブ

（成田） 

参加人数 122 名（31 組）（山手クラブからは

尾内、中村が参加） 

当日は好天に恵まれ満開の桜を楽しみながらプ

レーすることが出来ました。事故もなく多くの

方々に楽しんでいただけたと思います。昨年度よ

り新規参加者を目標にこの行事を進めてきました。

チャリゴ委員会のメンバー及びＹＭＣＡの職員の

努力により昨年に引き続き今回は 33 名の新規参

加者が加わりました。今年初めて企業（ジョンソ

ン・エンド・ジョンソン）からも1組参加いただ

き、またＹＭＣＡホテル学校からも１組参加いた

だきました。 

またパーティー会場では総主事が参加された方々

にご挨拶をされ、50人以上の方と名刺交換された

とのことです。 

多くの方々のご協力により、賞品や寄付を頂き

その結果概算ではありますが約 50 万円の益金と

なりました。この益金は①Ｌｉｂｙ ②フレンド

シップファンド③障がい児プログラム支援に使わ

せて頂きます。皆様のご支援ご協力に感謝します。 

  

  ＹＭＣＡニュース（Ⅰ）  

 

▼東雲コミュニティーセンター 開設 

2017年度より「東雲ファミリーセンター」は「東

京ＹＭＣＡ東雲コミュニティーセンター」に名称

変更し、これまでのキッズ英語クラス等の事業に

加え野外教育プログラム等も実施し、活動を拡充

していきます。また「東陽町ＹＭＣＡ保育園」は

15年の役割を終え、4月1日付で閉園しました。 

 

▼東京ＹＭＣＡチャリティーゴルフ大会 

4月13日、千葉県成田市「レイクウッド総成カ

ントリークラブ」で開催され、新規の参加者も多

くにぎやかな大会となりました。支援金の約 50

万円は、経済的困難を抱える子どもたちや、障が

い児、不登校児の支援活動のために用いさせてい

ただきます。 

参加してくださった皆さま、ご寄付や献品をく

ださった皆さま、また準備にあたった実行委員会

の方々に心より感謝申し上げます。 

 

▼熊本地震復興支援街頭募金の報告 

4月14日熊本地震からちょうど1年が経過した

日に、高田馬場駅周辺で街頭募金を実施しました。

急な実施となりましたが、高等学院、山手センタ

ー、ワイズメンズクラブ、山手学舎の皆さん、総

計25名が参加しました。交代で募金活動を行い、

2時間で28,923円の募金が集まりました。 

熊本ＹＭＣＡは現在、仮設団地内での「支えあ

いセンター」を受託運営して相談業務を行ってい

るほか、半年にわたる避難所運営を生かして、防

災に関する講演や研修にも力を入れています。 
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  ＹＭＣＡニュース（Ⅱ）   

 

▼東京ＹＭＣＡ午餐会 

５月午餐会は早稲田大学名誉教授の木村利人

氏をお招きして、「戦争・平和・いのちを考える」

をテーマにお話しを伺います。 

「幸せなら手をたたこう」の作詞者としても知

られる木村利人さん。1959年にフィリピンで開催

されたＹＭＣＡ国際ワークキャンプに参加した折

にこの歌が生まれ、帰国後、早稲田奉仕園やＹＭ

ＣＡなどで歌われ、さらに 1964 年のオリンピッ

クの年に歌手の坂本九により全国的な大ヒットに

なりました。自称軍国少年だった疎開児童は、敗

戦と新憲法をどのように受け止め、またフィリピ

ンでの体験で何を得たのでしょうか。その後、ア

ジアと欧米で全く新しい学問『バイオエシックス

（生命倫理）』を構想、展開するに至った木村利人

さんとともに、戦争と平和、そしていのちの問題

を考えます。 

日 時： 5月23日（火）12：00～13：30 

会 場：東京大学ＹＭＣＡ 

参加費：3,000円 

申 込：電話03-3615-5562／5月19日まで（定

員70名 先着順） 

問合せ：東京ＹＭＣＡ賛助会事務局

（03-3615-5562） 

 

▼第15回東京ＹＭＣＡ会員大会 

東京ＹＭＣＡでは会則に従い、会員大会を開催

します。会員大会は全ての東京ＹＭＣＡの会員が

対象です。東京ＹＭＣＡの願いや行っている活動、

事業を知っていただき皆さんに様々な形で支えて

いただく団体でありたいと願っております。 

日時：5月27日（土） 13：30～16：40 

会場：東京ＹＭＣＡ東陽町センター 

会費：2,000円 

申込：会員部03-3615-5568／5月15日（月） 

   迄 

 

▼第20回東京ＹＭＣＡ会員芸術祭 

6月26日～7月1日東陽町センター1階にて行

われます。出展作品は 5 月 26 日まで募集してお

ります。 

（星住秀一） 

 

 

 

 

 

 


